
『生命、神のたまもの』  
胎児の生命の尊厳についてのカトリックの見解 
 
生命、神のたまもの 
 
日本カトリック司教団 
 
科学技術による生命の操作や体外受精など、現代社会の生命倫理に関する多く

の問題に対して、カトリックの基本的な教えを示した司教団教書。 
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『いのちへのまなざし』  
二十一世紀への司教団メッセージ 
 
いのちへのまなざし 
 
日本カトリック司教団 
 
二十一世紀のはじめにあたり、｢いのち｣が大切にされる社会を建設していくた

めの｢出発点｣としての利用を願って発表された司教団メッセージ。 
  離婚、高齢化社会、出生前診断、自殺、死刑、臓器移植、遺伝子操作、環境
破壊など現代社会における具体的な諸問題を取り上げ、神の光に基づいた人間

の生きるべき姿勢を伝えています。 
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